
















要    約

 思春期体験学習は、中高校生の乳児や育児に対する認識に肯定的に影響することがわか

った。また、個人の中にある対児感情の接近感情と回避感情、つまり受容と拒否の感情の

相克は、その生徒の体験での動機づけや行動を阻害する方向に影響すると考えられた。

 接触経験の多さが、乳児に対する肯定的な感情を促進していた。しかし、体験学習にお

ける体験項目が少なくとも、乳児に対する拒否的な感情の緩和には効果が期待できると思

われた。

 今後は、感想文などとの総合的な評価とともに、体験前の対児感情得点から体験時での

対応を考えることに発展できよう。


